
＆＆

町
内
児
童
生
徒
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
大
活
躍
！

功
績
た
た
え
表
彰  

教
育
顕
彰
表
彰
式

〈 

平
成
30
年
度  

町
教
育
顕
彰
表
彰  

受
賞
者 

〉

　
　

 

社
会
教
育
お
よ
び
社
会
体
育

の
充
実
発
展
に
貢
献

　

岩
原
昭あ

き

夫お

﹇
５
町
内
﹈
＝
町
生

涯
学
習
審
議
会
委
員
を
11
年
10
カ

月
務
め
、
町
の
社
会
教
育
の
振
興

に
尽
力

　

五
十
嵐
孝た
か

明あ
き

﹇
萱
本
﹈
＝
町
公

民
館
尾
野
本
分
館
長
を
12
年
務

め
、
尾
野
本
地
区
の
生
涯
学
習
や

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

２

１

　
　

 

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
、
競
技
会
等

で
活
躍
し
た
児
童
生
徒
（
個
人
）

　

西
会
津
小
１
年
＝
鈴
木
そ
ら

﹇
松
尾
﹈
第
32
回
福
島
県
小
学
校

児
童
画
展
（
入
賞
）

　

西
会
津
小
２
年
＝
眞
部
煌こ
う

﹇
芝

草
﹈
第
31
回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ

ン
グ
大
会
男
子
５
０
０
㍍
９
歳
以

下
の
部
（
第
１
位
）

　

西
会
津
小
３
年
＝
眞
部
碧あ
お

葉ば

　

２
月
21
日
、
町
教
育
委
員
会
で
は
平
成
30
年
度
町
教
育
顕
彰
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
教
育
行
政
に
尽
力
し
た
人
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
た
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
な
ど
、

個
人
表
彰
が
32
人
、
団
体
表
彰
で
は
３
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
江
添
信
城
教
育
長
が
出
席
し
た
受
賞
者
一
人
一
人
に
表
彰
状
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
た
後
、
薄
友
喜
町
長
、
武
藤
道
廣
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、「
こ
こ
か
ら
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
。

ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
受
賞
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学
校
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
西
会
津
高
・
西
高
魅
力

発
信
隊
の
斎
藤
月る

菜な

さ
ん
が
「
家
族
や
周
り
の
人
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
力
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
表
彰
を
励
み
に
、
ま
た
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

３４

﹇
芝
草
﹈
第
31
回
全
国
マ
シ
ン

ロ
ー
イ
ン
グ
大
会
女
子
５
０
０
㍍

９
歳
以
下
の
部
（
第
１
位
）

　

西
会
津
小
４
年
＝
石
井
希き
り
ゅ
う龍

﹇
戸
中
﹈
第
32
回
福
島
県
小
学
校

児
童
画
展
（
入
賞
）

　

西
会
津
小
５
年
＝
五
十
嵐
咲さ

良ら

﹇
さ
ゆ
り
が
丘
﹈
第
９
回
東
北
女

子
相
撲
選
手
権
福
島
県
予
選
大
会

５
年
生
の
部
（
第
２
位
）

　

西
会
津
小
６
年
＝
相
原
静し
ず

空く

﹇
芝
草
﹈
第
64
回
青
少
年
読
書
感

想
文
福
島
県
コ
ン
ク
ー
ル
（
佳

作
）、
岩
原
茉ま

ゆ佑
﹇
７
町
内
﹈
第

31
回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大

会
福
島
県
大
会
女
子
１
０
０
０
㍍

12
歳
以
下
の
部
（
第
１
位
）

　

西
会
津
中
１
年
＝
岩
原
遥は
る

音と

﹇
さ
ゆ
り
が
丘
﹈
平
成
30
年
度
福

島
県
造
形
秀
作
審
査
会
デ
ザ
イ
ン

の
部
（
特
選
）

　

西
会
津
中
２
年
＝
渡
部
愛ま
な

美み

﹇
黒
沢
﹈
第
31
回
全
国
マ
シ
ン

ロ
ー
イ
ン
グ
大
会
福
島
県
大
会
女

子
２
０
０
０
㍍
13
〜
15
歳
の
部

（
第
３
位
）

　

西
会
津
中
３
年
＝
伊
藤
莉り

穂ほ

﹇
５
町
内
﹈
平
成
30
年
度
福
島
県

造
形
秀
作
審
査
会
デ
ザ
イ
ン
の
部

（
特
選
）、
水
野
美み

知ち

﹇
森
野
﹈
第

64
回
青
少
年
読
書
感
想
文
福
島
県

コ
ン
ク
ー
ル
（
準
特
選
）、
二
瓶

啓け
い

太た

﹇
西
原
﹈
高
円
宮
杯
第
11
回

福
島
県
Ｕ
―
15
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

２
０
１
８
・
１
部
（
第
３
位
）

　

会
津
若
松
ザ
ベ
リ
オ
学
園
中
２

年
＝
中
村
あ
ゆ
み
﹇
上
野
尻
﹈
第

72
回
福
島
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

（
銅
賞
）

　

会
津
学
鳳
中
３
年
＝
外
島
央ひ
ろ

﹇
下
野
尻
﹈
第
39
回
東
北
中
学
校

陸
上
競
技
大
会
女
子
共
通
走
り
幅

跳
び
（
第
１
位
）

　

西
会
津
高
２
年
＝
仲
川
英え

里り

﹇
10
町
内
﹈
第
16
回
全
国
高
等
学

校
パ
ソ
コ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
「
い
ち

ま
い
の
絵
Ｃ
Ｇ
部
門
（
佳
作
）、

齋
藤
優ゆ
う

翔と

﹇
中
野
﹈
第
64
回
福
島

県
高
等
学
校
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競

技
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル（
第
２
位
）

　

西
会
津
高
３
年
＝
石
井
崇た
か

章あ
き

﹇
戸
中
﹈・
落
合
捷し

ょ
う

﹇
森
野
﹈・
髙

橋
志し

暢の
ぶ

﹇
戸
中
﹈
第
64
回
福
島
県

高
等
学
校
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技

男
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
（
第

２
位
）、
武
藤
史ふ
み

明あ
き

﹇
樟
山
﹈
第

64
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

ボ
ー
ト
競
技
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

（
第
２
位
）

　

喜
多
方
東
高
３
年
＝
佐
藤
み
な

み
﹇
芝
草
﹈
第
71
回
福
島
県
総
合

体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
少
年
女
子

舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル（
第
２
位
）

　

会
津
高
１
年
＝
上
田
昌ま
さ

範の
り

﹇
芝

草
﹈・
佐
藤
理り

央お

﹇
上
小
島
﹈・
須

藤
諒り
ょ
う

﹇
松
尾
﹈
第
71
回
全
日
本
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
高
等
学

校
部
門
Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
金
賞
並
び

に
長
野
県
知
事
賞
）

　

会
津
高
３
年
＝
市
橋
明あ

香か

里り

﹇
上
野
尻
﹈
第
71
回
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
高
等
学
校

部
門
Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
金
賞
並
び
に

長
野
県
知
事
賞
）

　

葵
高
１
年
＝
五
十
嵐
杏あ

優ゆ

﹇
さ

ゆ
り
が
丘
﹈
第
70
回
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会
高
等

学
校
部
門
Ｂ
グ
ル
ー
プ（
優
良
賞
）

　

会
津
工
業
高
２
年
＝
清
野
里り

都つ

﹇
西
原
﹈
第
58
回
福
島
県
高
等
学

校
新
人
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

女
子
や
り
投
げ
（
第
４
位
）

　

会
津
工
業
高
３
年
＝
齋
藤
崚り
ょ
う

﹇
３
町
内
﹈
平
成
30
年
度
東
北
高

等
学
校
選
手
権
大
会
ボ
ク
シ
ン
グ

競
技
１
部
ラ
イ
ト
級
（
第
３
位
）

　

学
法
石
川
高
２
年
＝
髙
橋
由よ
し

輝き

﹇
樟
山
﹈
平
成
30
年
度
ふ
く
し
ま

高
校
生
社
会
貢
献
活
動
コ
ン
テ
ス

ト
（
最
優
秀
賞
）

　
　

 

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
、
競
技
会
等

で
活
躍
し
た
児
童
生
徒
（
団
体
）

　

西
会
津
小
合
唱
部
＝
第
72
回
福

島
県
下
小
・
中
学
校
音
楽
祭（
銀
賞
）

　

西
会
津
高
総
合
文
化
部
＝
第
65

回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
等
学
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
福
島
県
大
会
テ
レ
ビ

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門（
優
秀
三
席
）

　

西
会
津
高
西
高
魅
力
発
信
隊
＝

第
12
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学
校

文
部
科
学
大
臣
表
彰
（
文
部
科
学

大
臣
賞
）

　
　

 

教
育
委
員
会
が
表
彰
に
適
当

と
認
め
る
功
績

　

藤
原
史ふ

み

英え

﹇
屋
敷
﹈
＝
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
転
手
と
し
て
30
年
務

め
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
安

全
・
安
心
な
通
学
の
確
保
に
尽
力

↑受賞者一人一人に江添教育長が表彰状を贈りました

↓謝辞を述べる斎藤月
る

菜
な

さん
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＆＆

議
案
35
件
を
審
議
・
可
決

３
月
町
議
会
定
例
会
報
告

可
決
さ
れ
た
議
案

◆ 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
働

き
方
改
革
推
進
に
係
る
関
係
法

律
等
の
改
正
に
伴
う
時
間
外
勤

務
の
規
定
改
正

◆ 

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
学
校

教
育
法
の
改
正
に
伴
う
改
正

　

３
月
８
日
か
ら
19
日
を
会
期
に
開
か
れ
た
平
成
31
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部

改
正
や
平
成
30
年
度
補
正
予
算
、
平
成
31
年
度
予
算
な
ど
、
町
政
が
当
面
す
る
重
要
な
議
案
35
件
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆ 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
国
の

農
業
政
策
改
革
に
伴
う
町
の
農

事
連
絡
員
制
度
の
廃
止

◆ 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
市
町

村
税
条
例
の
準
則
に
合
わ
せ
る

た
め
の
改
正

◆ 

町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

＝
県
の
要
綱
の
一
部
改
正
に
よ

る
所
得
制
限
適
用
期
間
の
変
更

に
伴
う
改
正

◆ 

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
＝
災
害
弔

慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

◆ 

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
＝
国
民
健
康
保
険
法
に
係

る
国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
く
改

正
◆ 

平
成
30
年
度
補
正
予
算
＝
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
次
）
ほ

か
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算

で
、
国
県
補
助
事
業
等
の
事
業

費
確
定
や
既
定
予
算
の
最
終
的

な
整
理
な
ど

◆ 

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
＝

総
額
60
億
３
０
０
０
万
円
を
計

上
（
昨
年
比
△
７
７
０
０
万

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

西
会
津
高
校
の
活
性
化 

　

西
会
津
高
校
の
今
後
の
支
援
方

法
に
つ
い
て
は
、
西
会
津
高
校
活

性
化
対
策
協
議
会
の
下
、
平
成
30

年
度
に
新
設
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
会
議
を
５
回
開
催
し
、
こ

れ
ま
で
の
支
援
策
の
検
証
や
今
後

の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
協
議
・

検
討
を
重
ね
、
昨
年
12
月
に
開
催

し
た
同
協
議
会
で
新
た
な
支
援
策

案
が
示
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
西
会
津
高
校
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
常
駐
さ

せ
、
生
徒
の
相
談
相
手
や
地
域
の

協
力
者
へ
の
つ
な
ぎ
役
を
担
っ
て

も
ら
い
、
さ
ら
に
学
校
と
地
域
の

連
携
を
強
化
し
、
地
域
全
体
で
生

徒
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
教
育

と
多
様
性
の
あ
る
学
校
生
活
が
送

れ
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
県
教
育
委
員
会
が
２
月

８
日
に
発
表
し
た
県
立
高
校
改
革

前
期
実
施
計
画
に
お
い
て
、
西
会

津
高
校
が
「
地
域
協
働
推
進
校
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と

し
て
新
た
な
教
育
活
動
の
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
こ

の
方
針
に
則
り
、
引
き
続
き
西
会

津
高
校
の
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

西
会
津
産
米
の
販
売
促
進
活
動

　

昨
年
の
12
月
18
日
に
東
京
の
株

式
会
社
レ
ナ
ウ
ン
本
社
に
お
い
て

「
西
会
津
産
米
」
の
ピ
ー
ア
ー
ル

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
社
内
で

米
の
試
食
会
を
行
い
、
３
０
０
人

を
超
え
る
社
員
の
皆
さ
ん
に
西
会

津
産
米
の
お
い
し
さ
を
ピ
ー
ア
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
12
日
、
13
日
に
は
、

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
と
と
も
に
首
都

圏
で
「
西
会
津
産
米
」
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。
な

お
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
生
産
者
団

体
の
役
員
が
昨
年
の
12
月
11
日
、

12
日
の
２
日
間
、
東
京
で
ピ
ー

ア
ー
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
９
月
に
相
互
交

流
協
定
を
締
結
し
た
千
葉
県
市
川

市
か
ら
、
学
校
給
食
用
米
に
本
町

の
ほ
か
同
じ
く
協
定
を
締
結
し
て

い
る
喜
多
方
市
・
北
塩
原
村
産
の

米
を
使
用
し
た
い
と
の
打
診
が
あ

り
ま
し
た
。
１
月
30
日
、
31
日
の

２
日
間
、
３
市
町
村
長
と
Ｊ
Ａ
会

津
よ
つ
ば
が
市
川
市
の
村
越
市
長

へ
の
表
敬
訪
問
を
行
い
、
現
在
、

市
川
市
で
実
施
に
向
け
た
調
整
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
産
米
に
つ
い
て
は
、

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

国
際
大
会
で
の
入
賞
は
惜
し
く
も

逃
し
ま
し
た
が
、
夏
の
高
温
・
少

雨
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
中
で
、

食
味
計
で
測
定
し
た
全
２
８
０
点

の
平
均
値
が
82
点
と
大
変
高
い
値

を
保
っ
て
お
り
、
各
生
産
者
の
技

術
の
高
さ
を
実
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
菌
床
キ
ノ
コ
に
つ
い
て

は
、
全
国
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生
産

者
が
加
盟
す
る
協
議
会
の
品
評
会

で
、
町
内
に
事
業
所
を
置
く
「
西

会
津
し
い
た
け
フ
ァ
ー
ム
」
が
出

品
し
た
シ
イ
タ
ケ
が
、
４
年
連
続

で
金
賞
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、

出
品
し
た
５
点
の
う
ち
４
点
が
入

賞
す
る
な
ど
、
西
会
津
産
シ
イ
タ

ケ
の
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
米
・
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
・
菌
床
キ
ノ
コ
な
ど
の
振
興
を

図
り
な
が
ら
、
販
売
促
進
等
に
つ

な
が
る
よ
う
、
多
方
面
に
積
極
的

に
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
血
圧
計
を
活
用
し
た

血
圧
管
理
事
業

　

本
事
業
で
は
、
心
疾
患
の
早
期

発
見
や
脳
血
管
疾
患
の
予
防
対
策

と
し
て
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
が
取
り
組
み
や
す
い
家
庭
血

圧
計
の
普
及
と
、
そ
れ
を
活
用
し

た
血
圧
管
理
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
昨
年
10
月
か
ら
家
庭
血
圧
計

平
成
31
年
産
米
の

生
産
数
量
面
積
の
目
安

の
購
入
費
補
助
を
行
う
と
と
も

に
、
各
地
区
で
の
健
康
相
談
会

や
企
業
等
へ
の
説
明
会
を
開
催

し
、
家
庭
血
圧
測
定
の
重
要
性
を

広
く
周
知
し
て
き
ま
し
た
。
家
庭

血
圧
計
購
入
費
補
助
金
の
申
請
件

数
と
台
数
は
、
２
月
25
日
現
在
で

３
０
７
件
、
３
０
９
台
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
31
年
度
も
、
引
き
続
き
家

庭
血
圧
測
定
の
重
要
性
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
通
し
て
周
知

し
、
脳
卒
中
予
防
を
は
じ
め
と
し

た
健
康
対
策
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ゆ
り
公
園
野
球
場

へ
の
広
告
掲
出

　

福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
か
ら
、

Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
の
公
式
戦
で
利
用
し

て
い
る
さ
ゆ
り
公
園
野
球
場
の
外

野
フ
ェ
ン
ス
へ
の
広
告
掲
出
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
そ
の
方
法
等

に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
町
都

市
公
園
条
例
お
よ
び
行
政
財
産
使

用
料
条
例
に
基
づ
き
、
福
島
レ
ッ

ド
ホ
ー
プ
ス
が
行
う
広
告
事
業
に

対
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
外
野

フ
ェ
ン
ス
の
使
用
を
許
可
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
広
告
主

の
募
集
や
看
板
作
成
等
に
つ
い
て

は
、
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
が
広

告
代
理
店
と
し
て
事
業
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

国
の
米
政
策
改
革
に
よ
り
、
平

成
30
年
度
か
ら
産
地
と
生
産
者
が

自
ら
の
経
営
判
断
に
基
づ
き
、
需

要
に
応
じ
た
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。
県
で
は
、
全
国
的
に
米
の
消

費
が
減
少
す
る
中
で
、
引
き
続
き

全
県
的
に
需
要
に
応
じ
た
生
産
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
平

成
31
年
産
米
に
係
る
県
全
体
と
市

町
村
ご
と
の
生
産
数
量
面
積
の
目

安
を
設
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
町
に
つ
い
て
は
、
６
０
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
に
開
催
し
た
町
農
業

再
生
協
議
会
に
お
い
て
、
平
成
31

年
産
米
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
農
家
ご
と
の
生
産
数
量
面

積
の
目
安
を
設
定
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
良

食
味
米
の
産
地
と
し
て
の
強
み
を

生
か
し
、
需
要
に
応
じ
た
米
の
生

産
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
野

円
、
１
・
３
㌫
の
減
）

◆ 

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
に

関
す
る
附
帯
決
議
＝
若
者
向
け

住
宅
整
備
事
業
に
つ
い
て
﹇
議

会
提
案
﹈

◆
平
成
31
年
度
特
別
会
計
予
算

◆ 

西
会
津
小
学
校
プ
ー
ル
新
築
工

事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
＝
利

便
性
向
上
の
た
め
の
追
加
工
事

等
で
工
事
請
負
額
１
０
８
３
万

　

２
４
０
円
を
増
額

◆ 

財
産
の
取
得
＝
企
業
会
計
シ
ス

テ
ム
一
式

◆ 

町
道
の
路
線
変
更
＝
町
道
瀬
頭

２
号
線
の
終
点
の
変
更

◆ 

町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

変
更
＝
除
雪
機
導
入
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
・
デ
ー
タ
放
送
設
備

更
新
事
業
な
ど
12
事
業
を
追
加

◆ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ

ん
＝
長
谷
川
成
博
さ
ん
（
梨

平
）
を
再
任

◆ 

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
次
）

◆ 

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更
＝
西
会
津

国
際
芸
術
村
改
修
事
業
お
よ
び

奥
川
除
雪
車
格
納
庫
整
備
事
業

に
係
る
辺
地
対
策
事
業
債
の
増

額

菜
な
ど
の
高
収
益
作
物
へ
の
転
換

も
促
進
し
、
水
田
の
フ
ル
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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町長コラム その６
　旧尾野本小学校講堂について、木造講堂を愛する町

民からその素晴らしさと利活用・保存に関するレポー

トをいただいた。

　講堂は昭和 15 年に尾野本村の人々の情熱によって

建造された。二重折上げ格天井で、大変珍しい木造建

物である。建造から 80 年近く経過するが、風雪にも

耐え、現在もしっかりとした建物であり、これまで毎

年音楽コンサートを開催している。このコンサートを

企画運営しているのは「Ｎフェス」という団体で、音

楽を愛し、古民家の再利用、交流人口の拡大など、町

の活性化を目指している人たちの集まりである。

　私もこれまでコンサートや太鼓の演奏などを聞いて

いるが、この講堂の音響の良さを実感している一人で

ある。このレポートの最後にはこう書いてあった。

　『私たちの町には若者たちの新しい風が吹いてい

る。ずっと待っていたこの風を私たち町民が止めては

ならない。議員の皆さんも町民の皆さんも、ぜひ彼ら

の活動を理解し協力していただきたい。私たちは愛す

る西会津町のため、また、子どもたちの感性を豊かに

するために頑張ります』と。

　木造講堂の利活用にはさまざまな課題がある。壊す

のは簡単だ。しかし私は、先人が残した貴重な建物を

町の宝物として、どう生かし活用するかが大切である

と考えている。耐震対策や改修など、多くの財源が必

要であり、大きな課題ではあるが、議会や町民の皆さ

んの理解を得ながら、慎重に手順を踏んで検討してい

かなければならない。田舎に音楽堂を保存するという

若い人たちの熱い思いや夢をふくらませるために。

西会津町長

浜通りの広野町、中通りの平田村と交流・連携

「浜・中・会津友好交流協定」を締結
37人の子どもたちが西会津小に入学

ぼくたち、わたしたち、新一年生

　４月から、新たに 37 人の子どもたちが西会津小

に入学します。今年の新１年生は、平成 24 年４月

２日から平成 25 年４月１日までに生まれた皆さん

です。２月13日に行われた西会津小体験入学では、

新１年生となる園児らが先輩１年生に１年間の学

校行事を教えてもらい、さまざまなレクリエーショ

ンなどで交流しました。園児らは、先輩との触れ

合いを通して小学校入学への期待を膨らませてい

ました。

＜問い合わせ先＞

　学校教育課　学校教育係　☎ 45―2216

昨年は全国各地から約８００人のランナーが集結

奥川健康マラソン大会の参加者を募集
　第 44 回奥川健康マラソン大会の参加者を募集してい

ます。緑豊かな初夏の奥川路を楽しみながら、爽やかな

汗を流しませんか。

◆大会日　６月 16 日（日）

◆発着点　奥川運動場（奥川みらい交流館前グラウンド）

◆申込期限　５月 15 日（水）

◆申 込方法　町公民館などにある参加申込書に必要事項

を記入し、申し込んでください。大会ホームページ

から申し込むこともできます。

◆参 加申込書設置場所　町公民館、町役場、奥川みらい

交流館、新郷連絡所、さゆり公園管理棟、道の駅に

しあいづ・交流物産館よりっせ  など

◆大会ホームページ

　　http://okugawa-marathon.com/

＜申込・問い合わせ先＞

　大会事務局（町公民館）　☎ 45―2719

３町内　平野　琉
るい

翔
と

くん

６町内　加藤　瑠
る

輝
き

くん

９町内１ 二瓶　茉
ま

咲
さき

さん

９町内２ 原　　未
いま る

來さん
下小屋　伊藤　琉

る い

生くん
　　　　猪俣　柚

ゆず

華
は

さん

　　　　鈴木清
きよ

志
し

郎
ろう

くん

芝　草　須藤　彩
さ え

絵さん
安　座　石川　琥

こ

鉄
てつ

くん

　　　　齋藤　煌
こう

月
が

くん

西　原　伊藤　凪
な ぎ

汐くん
森　野　足立　爽

そう

輝
き

くん

　　　　井上　龍
り く

琥くん
松　尾　鈴木　茉

ま ゆ

結さん
　　　　長谷川魁

かい と

一くん
　　　　長谷川琥

こ

春
はる

くん

西　林　五十嵐陽
ひな

太
た

くん

　　　　渡部　綾
あや

斗
と

くん

西林東　田崎百
も も か

々香さん

西林東　橋本　　凜
りん

さん

さゆりが丘 佐藤　　翔
しょう

くん

　　　　長谷川理
り お

央くん
　　　　平野　良

いつ

沙
さ

くん

　　　　三留　大
やま と

和くん
　　　　渡部　ゆりさん
上小島　齋藤　魅

み

白
しろ

くん

　　　　齋藤　　湊
みなと

くん

縄　沢　青津　　蒼
そう

くん

牛　尾　目黒　星
せ な

那さん
　　　　目黒　怜

れ な

那さん
山　口　齋藤　大

たい

我
が

くん

楢木平　曾根　未
み

来
らい

さん

高　目　福地　陽
ひい

菜
な

さん

井　谷　武藤　枝
え み

実さん
戸　中　渡部　優

ゆ う

羽さん
道　目　猪俣　楓

ふう

太
た

くん

中ノ沢　矢部　日
ひ

鞠
まり

さん

 ［平成 31 年３月 15 日現在］

↓第 43回大会（昨年）の様子

↑ 協定書を手にする左から広野町、平田村、西会津町の町村長と議会議長

↓記念植樹の様子

　広野町、平田村、西会津町による「浜・中・会津友好

交流協定」の締結式が３月９日に広野町で行われ、薄友

喜町長と武藤道廣議会議長が出席し、協定書に署名しま

した。

　この協定は、視察研修や東日本大震災に伴う避難など

を機に、３町村の議会の交流から培われ発展し締結に至っ

たもので、今後、教育・文化・産業など幅広い分野にわ

たる交流を促進し、３町村が発展することを目的に

締結しました。

　締結式には、３町村の議会議員が出席して協定締

結を見守りました。締結式後には、東日本大震災記

念公園で記念植樹が行われ、広野町がヤマザクラを、

平田村はアジサイを、本町はイロハモミジをそれぞ

れの町村長、議会議長が植樹しました。
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